
ベンチャー・メイカーズ “ジェネレー
ト“は、新規事業が行う世界的な活動の機会
を展開するため、新たな起業家を支援する

ことに焦点を当てた没入感の高い起業家ト

レーニング体験です。

受賞歴のあるウェスタン・シドニー大学のローンチ・パッド・テクノロジー・ビ

ジネス・インキュベーターが産業界と共同で開発・提供するベンチャー・メイカ

ーズは、世界トップクラスの没入型起業家教育体験を提供します。

VENTURE MAKERS 
PROGRAM

私たちは12日間にわたって学習とチームワークを行い、その後、私たちはSDGs
の目標を活用して新しい製品を取り入れるためのアイデアを3つ発表し、このプ

ログラムの旅を終えました。

Sydney Program

短期ベンチャーメーカー起業家精神コースは、学生チームが人工知能 (AI) の能力を活
用して持続可能な開発目標 (SDG) に関連する問題を具体的に解決するよう求められる
プロジェクトベースのカリキュラムです。 コースの特定の PBL 形式自体は新しいもの
ではありませんが、このプログラムは、実践的な方法で具体的な問題を解決するため

の「無駄のない」問題定義と問題解決アプローチを強調した、起業家精神にあふれた

「スタートアップ」アプローチに特徴がありました。

ポスター作り

環境問題について訴え

るために自作でポスタ

ーを作り、印象付ける

ことができるポスター

を自ら考えました。ポ

スターを作るときのい

くつかのポイントを教

わり、どう簡潔で印象

深く伝えるかを考えて

作り上げました。

原住民アボリジニ
原住民アボリ

ジニの人の話

を聞きまし

た。アボリジ

ニの人の生活

や経験、音楽

なども聴くこ

とができまし

た。



私たちは、大学のさまざまなキャンパス、現代製造博物館、発電所博物館などに行き、そこで現地活

動に参加しました。そしてスタートアップについては、専門家たちは多くのアドバイスをくれまし

た。そのアドバイスは私たちにとってとても有り難かったです。

オーストラリアのベンチャー メーカー プログラムは 2 週間で私を変え、快適ゾーン
から抜け出し、文化的感受性を高めました。人前で話す私の弱点を強みに変え、効果

的なコミュニケーションを教え、起業家精神と SDGs に没頭しました。課題が私たち
の力を磨きました。 この忘れられない旅で、私は必須のスキルを身につけ、起業家精
神とイノベーションに対する情熱を形づくることができました。

GS から何を学び、どのような教育的利点が得られ
たのでしょうか?

これはおそらく私がこれまでに経験した中で最高の経験の  1 つでしょう。
Venture Makers は私の考え方、知識、スキルを変えてくれたプログラムで
す。 決して忘れられない最も美しい思い出を与えてくれた素晴らしい人々に出
会う機会がありました。

この２週間で、ビジネスの面白さ、難しさを学ぶことができました。ビジネスとは

何かを深く考える日々になりました。この学びを勉学や将来に生かしていくことが

必ずできると信じています。私の専門の「教育」とGSの「ビジネス」をつなげるこ
とができ、新たな知識、発見となり、１歩成長することができました。

ACTIVITIES IN SYDNEY

Lingo Mingo

Recycling with A.I

HaBeSu Station

Lingo Mingo:このアプリはAIを活用した言語学習アプリです。音声認識はも
ちろん、各ユーザー個人に焦点を当てたカリキュラムや対話型チャットボッ

ト、スピーキングを鍛えるための会話練習などの機能を提供します。世界的

な教育の質の向上に貢献するため、語学学習コースのグローバルなオーディ

エンスをターゲットとしています。

AIを活用して料理を完成させる自動コンベアラインを構築するというアイデア
です。 消費者は賞味期限が近づいた食品を持参し、スーパーで安価な賞味期限
切れ食品と組み合わせれば、すぐに食べられる便利な一品となる。 日々捨てら
れる食品の量を減らし、環境を守るSDGsの目標を踏まえたアイデアです。

このシステムは様々な完全自動システムを含んでいる。利用者の情報をシステ

ムを通しビッグデータ化することによって形のない利用者達のコミュニティを

作ると共に、マシンラーニングを使用して、利用者を増やすためにそれまでの

コミュニティから顧客の情報を使用し使いやすさなどに昇華させていくことに

より全世界に広がることを期待している。また、現存している方法で起こる環

境、人間の健康生活のダメージの観点から、商品のタグなどから顧客に服の情

報を入力してもらうことにより分別を簡略化し、産業廃棄の可能性を減らす事

にもフォーカスする。そこに我々が必要としていることはAI技術であり、現存
している技術にプラスして、マシンラーニングによる特化した技術の向上を期

待している。そしてこれらを利用し、人間の健康的な生活を損なうことなく、

地球環境に強く関与して行くことを目指している。




